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た。FACS において IL-4R の発現を定量化し、IC50 値との相関、および IC50ratio との相関を確認
し、IL-4Rαの発現が多いと、hybrid peptideはより効果を示すことが明らかとなった。 
 ハイブリッドペプチドは癌細胞に接触後数分以内に効果を示すが、フローサイトメトリーにて
binding assay を行い、濃度依存的に、HaCaT と比較して HSC-2 において強い蛍光強度を示す傾向
にあり、同様に共焦点顕微鏡で確認した。 
 細胞株における、IL-4Rα-hybrid peptide の殺細胞効果を、MTT assay にて解析し、5 種類の口
腔がん細胞株での殺細胞効果を認めた。正常細胞の HaCaTに対しては、Hybrid peptide の効果は少
ないことが分かり、腫瘍選択性を示した。 
 さらに、マウスに口腔がんを皮下腫瘍移植し Xenograft model を作製し、食塩水をコントロール














めることを確認、次に口腔がん細胞株５種類と正常細胞（HaCaT）を用い IL-4Rα- hybrid peptide
の癌細胞株に対する殺細胞効果を示し、マウスに口腔がんを皮下腫瘍移植し Xenograft model を作





平成 25 年 12 月 27 日、博士（医学）学位論文審査委員会において審査委員全員出席のもとに最
終試験を行い、論文について説明をもとめ、関連事項について質疑応答を行った結果、審査委員全
員によって合格とされた。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
